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全国的に減少著しいオオムラサキが棲める森づくり
年間50ヘクタールの里山林を整備活動を実施

北杜市オオムラサキセンターを運営している団体

NPO法人 自然とオオムラサキに親しむ会

下草刈り

植林

薪づくり

間伐



北杜市オオムラサキセンター

里山環境が多く残されている長坂町で
地域に生息する昆虫を題材とした自然教育を実施

人々に里山の
楽しみ方と大切さ
を教え伝える



里地の水辺は多様な生き物の住処
都市では絶滅・激減してしまった水生生物を観察できる
県内のみならず、県外（とくに神奈川）からの参加者も多い

水辺のいきもの観察会

アカハライモリ
都市近郊で激減

ゲンゴロウ
東京・神奈川などで絶滅



カブトムシの幼虫探し

維持管理された雑木林はカブトムシの楽園
生き物をさがして、里山の魅力を体験的に理解

5月半ば
ジャガイモほどの大きさに
育ったカブトムシの幼虫



理科の授業の一環として
オオムラサキ幼虫を県内の小学校に貸し出し

チョウになるまで飼育してもらう

オオムラサキ幼虫

教室にムーちゃんがやってくる！



✓姿が変化する面白さがある ✓命の仕組みを学ぶ
✓地域を代表する生物を知ることにより地域愛を育む

蛹

幼虫

成虫

教室にムーちゃんがやってくる！



有視界調査・ポスター出張展示

オオムラサキセンター指導のもと、長坂中と甲陵中が
実施しているオオムラサキの生息数調査（1980年～）



有視界調査・ポスター出張展示

有視界調査の結果を分析し、まとめたポスターを
市内の8つの図書館で巡回展示

調査で分かったこと

✓日野春周辺では約40年
にわたって生息数が維持

✓植林した場所で個体数
が増加。保護活動が結実。

など

お隣の須玉図書館にて
ポスターを展示中！

市民主体で実施した調査の成果を
わかりやすくして市民に還元する取り組み



里山での自然体験が
多くの方に受け入れられ始めている
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今後も多様な動植物の生息場所としての
里山の魅力と大切さを伝え続けていく
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ご清聴ありがとうございました


